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防災気象情報の伝え方の改善の方向性と 
推進すべき取組について 

～「防災気象情報の伝え方に関する検討会」における検討結果～ 

 

 

 

近年相次ぐ大雨による被害を踏まえ、気象庁では防災気象情報がより一

層、避難をはじめとする防災対策に役立てられるよう、外部有識者で構成

される「防災気象情報の伝え方に関する検討会」を開催し、防災気象情報

の伝え方改善に向けた検討を進めて参りました。 

このたび、これまでの検討結果を踏まえ、防災気象情報の伝え方の改善

の方向性と推進すべき取組についてとりまとめました。 

気象庁は、関係機関と連携し、検討会で示された方向性に沿って改善

に向けた対応を速やかに進めて参ります。なお、年明けにも引き続き検

討会を開催し、改善に向け更なる具体化が必要な事項について議論を継

続する予定です。 

 

 

 

「防災気象情報の伝え方に関する検討会」のこれまでの検討結果を踏

まえ、防災気象情報の伝え方の改善の方向性と推進すべき取組について

とりまとめました。 
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